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折板屋根は、あらゆる用途や規模の建築物に用いられています。
屋根に求められる性能も多様です。
折板屋根は様々な性能をバランスよく実現することが可能です。
断熱亜鉛鉄板委員会の会員企業は日本のあらゆる地域での要望にお応えします。

『断熱亜鉛鉄板』はエ場生産の過程でめっき鋼板、塗装めっき鋼板、ステンレス鋼板、塗装ステンレス鋼板ある

いは樹脂化粧鋼板などの基材に発泡プラスチック断熱材（ポリエチレンフォーム、難燃化ポリエチレン

フォーム、無機質高充填フォームプラスチック）または無機質断熱材（ガラス繊維シート）などを接着したも

のです。

力ラー鋼板をはじめとする各種めっき鋼板やステンレス鋼板は、外装材として優れた材料であるとともに、

経済的なため、様々な建物に広＜使われています。 また長尺施エが可能なため雨漏りのしにくい、まさに屋根

材として最適な材料と言えます。 しかし、鋼板だけでは、屋根の断熱性を高める場合、施エ現場であらかじめ

断熱材を下地材として敷き込まなければなりません。 したがって工法も複雑になりエ期も長く、また踏抜き

などの危険が伴うなど、施エ面での問題やコスト面でも割高となっていました。  また、エ場や体育館など長

大スパンを必要とする屋根では、 断熱材を用いることが非常に困難でした。 

しかしながら、『断熱亜鉛鉄板』の登場によって、あらかじめエ場生産が可能となり、 現場での施工作業が簡素

化され、作業精度の向上や作業エ数の削減等が可能となり、これらの問題が一挙に解決されました。

『断熱亜鉛鉄板』は基材と断熱材の両方の長所を兼ね備えた、断熱性、防火・耐火性、防露性、防音性に優れた

複合鋼板です。

断熱亜鉛鉄板とは

は じ め に

張り合せ加工構成例

仕上げ塗装

下地塗装

めっき鋼板

裏面塗装

断熱材
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●屋根30分耐火

30minutes
fireproof

Variation
●バリエーションが豊富

various
Performance
●多彩なパフォーマンス

●会員100社

100companies

快適空間創造へのいざない
折板屋根にできること

基 

材
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折板屋根使用時の検討事項

Check

Check Check

認定仕様の確認
屋根30分耐火構造認定及び材料認定は認定仕様が定められており、

当委員会が保有している認定についても同様です。 検討した折板仕様

が各認定の仕様であるかを確認する必要があります。

外力に対する検討
作用する外力（風圧力・積雪荷重）を考慮し、屋根仕様を決定します。 形式・
梁間隔・板厚などが大きな因子となります。

パッキン仕様 ボルトナット断熱金具仕様タイトフレーム仕様

屋根強度 ＞ （屋根ふき材に作用する）風圧力

内力に対する検討
二重折板では、日射の変動により生じる上下折板の温度
差に伴い、上下折板の温度伸縮量に大きな差が生じます。
伸縮量の差に起因する大きな水平方向のせん断力が繰り
返し発生することが想定される場合は、熱伸縮対策を検
討します。

上下折板間の許容変位差 ＞ 上下折板の温度伸縮量

性能に対する検討
外力・内力に対する検討と併せて、建築物に要求される
性能を基に屋根における機能付加（例：裏打材、二重折板、
遮熱鋼板）を検討します。

屋根強度 ＞ （屋根ふき材に作用する）積雪荷重

その他

耐候性 断熱性 吸音性

遮音性 意匠性 経済性

施工性 防露性 その他

折板形状 材　質 板　厚 許容梁間 断熱材（材質・密度・厚み等）

積雪荷重

風圧力

軽　量1
鋼板製折板屋根は板厚 0.6 ～1.2mm の鋼板を使用しているため非常に軽量で地震に強いです。
単位重量 … 約7.5 ～15.0 kg/m2 

高強度（高剛性）2
コイル状の鋼板をロールフォーミングにより所定の山形（波形）形状に成形することで、外力（風圧力、積雪荷重）に
対して剛性を維持し、高強度を発揮します。　※ロールフォーミング：複数のコマが並んだローラーの間に鋼板を通
すことにより、鋼板を変形加工する手法。

省施工性3
ロール成形機を用いることで、要求される屋根の長さに応じた長尺成型板を生産することができます。そのため、
瓦・スレートで屋根を葺くのとは異なり、流れ方向に継ぎ目がなくなることから、施工工数の省力化が可能となって
います。

安定した品質4
鋼板製折板屋根は1977 年に日本工業規格（JIS A 6514）に制定されています。
また、折板屋根はロール成形機により連続生産されていますので、安定した品質を有しています。

素材は、加工性・耐食性に優れた溶融55％アルミ- 亜鉛合金めっき鋼板（ガルバリウム鋼板）が主流となっています。
また、建物の用途、立地条件、意匠性に合わせて各種の塗装鋼板、被覆鋼板を選定いただけます。

耐久性・耐候性・耐食性・メンテナンス性5

鋼板製（断熱亜鉛鉄板）折板屋根の特長

なお、当協会は永く鋼板製屋根を使用して
いただくため３冊の図書を発行しております。

● 鋼板製屋根構法標準　(SSR2007)
● 鋼板製屋根・外壁の設計・施工・保全の手引き
 　　　　　　　　　  　  (MSRW2014)
● 初めて学ぶ もう一度学ぶ
　 金属の屋根と外壁         (LLM2017)



5 6

折板屋根の諸性能

断熱性能1
熱貫流率（U値）は、 熱の伝わりやすさを表した値です。

熱の伝わりやすさを表す数値として熱伝導率があります

が、これは材料自体を評価する数値で、熱貫流率はそれに

加えて、 その材料の厚さも考慮して評価する数値です。

したがって、熱貫流率は熱伝導率と材料の厚さから算出し

ます。

数値が小さいほど性能が良いことになります。

また、 異なる材料が複層になっている場合は総合計して

計算します。

U ： 熱貫流率 （Ｗ/m2・℃）

λ ： 各材料の熱伝導率 （Ｗ/m・℃）

（設定条件）

夏期外気温度： 35℃

室内設定温度： 30℃

鋼板表面色： シルバー

折板形状： H1750 タイプ

　　　　　　　　（詳細設定は P11 計算例参照）

上記表での室内側表面温度の差を見ますと、 折板のみでは４２℃を超えており、夏期昼間は室内側表面温度の上昇

に伴い室内の換気が行われない場合、室温は大きく上昇することが想定されます。　一般的に鋼板製屋根で、 屋根材

の色がこげ茶やダークグレーなど黒色に近い場合、夏期日中の屋根表面温度は最大で７０℃近くまで到達すること

が考えられます。 次頁、遮熱性能の効果を測定したサーモグラフィーでの温度測定でも、通常の塗装鋼板のこげ茶で

表面温度は 50℃を超えています。

上記算出結果から、裏打材を張っただけでも約6℃温度上昇を抑制出来ることになります。 更に二重折板では、室内

側表面温度は３１℃強でほとんど室内の設定温度（３０℃）に差はない。

当協会取得の耐火認定（二重折板）の構成では、裏打材のバリエーションが複数認められており、建物用途に併せた

選択が可能となっています。

遮熱性能（遮熱塗装鋼板の優位性について）2
地球温暖化やヒートアイランド現象の緩和など環境に配慮した鋼板のニーズが高まり、遮熱塗装鋼板は広く普及して

います。遮熱塗装鋼板とは太陽光の波長で温度上昇に寄与する赤外線領域（780nm ～ 2500nm）の波長を選択的に

反射する顔料を塗膜中に分散した塗装鋼板で、表面の温度上昇を抑制します。2008 年、塗膜の遮熱特性評価のため

の JIS である「塗膜の日射反射率の求め方（JIS K 5602）」が制定されました。2012 年には「塗膜溶融 55%アルミニウ

ム - 亜鉛合金鋼めっき板（JIS G 3322）」等の塗装鋼板の JIS における高日射反射率を示す塗膜の種類として「4 種、5

種、6 種」が追加され、「明度 40 以下で、かつ日射反射率が 40% 以上」と定められました。遮熱塗装鋼板と断熱裏打材

を組み合わせた鋼板製屋根は日射による温度上昇を抑制することが可能で、空調費の削減や CO2 排出抑制による

ヒートアイランド現象の緩和などに有効とされています。

遮熱塗装鋼板の施工例と表面温度測定例（堺市、晴れ、外気温：32℃）

サーモグラフィーでの調査例：遮熱塗装鋼板は従来塗装鋼板よりも表面温度が低いことが分かります。

（金属の屋根と外壁　 LLM2017 より抜粋）

（当協会　計算ソフト「屋根を調べる」にて算出）

屋根構成

折板のみ
（裏打材無）

熱貫流率 
U（W/m2・℃）

7.06 48.13 127.96 42.80 12.80

3.91 48.13 70.87 37.09 7.09

0.65 48.13 11.78 31.18 1.18

屋根表面
温度（℃）

熱貫流量
Q（W/m2）

室内側表面
温度（℃）

室内設定との
温度差（℃）

折板＋裏打材 t=4
（裏打材は無機質高充填フォーム）

二重折板＋GW 断熱材
（グラスウールは10Kg/m3 t =100）

差 約6℃

塗膜の明度・日射反射率と塗膜の種類の関係

明度

日
射
反
射
率(

%)

100

40

40 1000
0

4、5、6類
（遮熱）

1、2、3類
（従来）

遮
熱
顔
料

赤外線の
大部分を反射

遮熱塗膜

従
来
顔
料

太陽光線は
大部分が塗膜に
吸熱される

従来塗膜

高
↑
表
面
温
度
↓
低
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折板屋根の諸性能

防露性（結露防止）3
鋼板製折板屋根は軽量で高強度ですが、建材の中では比較的熱を伝えやすい素材であり、薄いため外気温の変化に

対して敏感な製品となっています。 この欠点を鋼板裏面に裏打材を設置することにより改善しました。

一般的には、断熱性能熱貫流率（U値）が低く（断熱性能が高い）なれば結露は起こりにくくなります。　同じ裏打材で

あれば、 厚い方が高性能になります。

裏打材の断熱性能値で不足の場合は、 二重折板での検討が必要になります。

なお、断熱材の選択には、次の点にご注意ください。 室内用途が高温多湿となるような場合は、屋根裏面の裏打材に

結露が発生することが懸念されます。 繊維質であるガラス繊維シートは結露水を保水してしまう性質があり、カビや

ハガレの原因となるおそれがある。 比較的保水率の低い発泡プラスチック断熱材の選択をお勧めします。

結露、断熱性能値の計算は諸条件の入力が必要になります。　当協会では、会員企業の皆様に計算ソフト「屋根を調

べる」を提供しています。 

遮音・吸音性能4
音が材料に到達すると下図のように反射、 透過、 吸収の３つに変化します。

材料の密度（単位当たりの重量）が大きく、材料の厚いものの方が透過が少なく、音が到達する表面が平滑なものの

方が音が材料内部に入りにくいので反射は大きくなると言われています。

一方吸収（吸音）は、材料内部に到達した音が材料内部で空気が振動することにより、音のエネルギーが熱エネル

ギーに変換されて音が減衰する現象になります。  したがって、吸音性能のある材料は空気を多く含む多孔質材料（グ

ラスウールやロックウールのような繊維質や連続気泡の発泡体）になります。

① 遮音性能
　 遮音性能は、透過する音が少ない方が良いことになります。  一般的には透過損失で評価され、材料の面密度（単

　 位面積当たりの重量）が大きい程大きくなり（質量則）、各音の音域（周波数 Hz）ごとでの性能値となります。 

　 代表的な折板屋根の透過損失は、P13 の「断熱性能別 工法比較表」を参照願います。

　 　 　

② 吸音性能
　 折板屋根の場合、裏張り断熱材が吸音することになります。  先に記載の通り繊維質材料の方が吸音性能は高くな

　 ります。無機質高充填フォームプラスチックは独立気泡の発泡プラスチックなので吸音性脳は乏しく、ガラス繊維

　 シートの方が効果的です。

発泡プラスチック断熱材

高温多湿

お勧め

裏打材

室内用途が高温多湿となるような場合の裏打材
の選択

音が材料に到達したときの３変化

材 料

到達音

透過音

反射音

吸
収

吸
収

透過損失（音響透過損失）

透過損失＝到達音－透過音

左図の材料に到達した音か
ら透過した音の差をいいま
す。
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折板屋根の諸性能

制振性能（雨音発生の抑制効果）5
裏打断熱材メーカー（当協会会員）の中で、無機質高充填フォーム系の裏打材に制振樹脂とアルミニウム拘束材を貼

りあわせることで降雨による金属板の雨音低減効果のある製品が商品化されています。

下記、 人工降雨での雨音測定の結果を見る限り各周波数で雨音発生の抑制効果が確認されています。

折板の分類

性能試験 人工降雨試験装置（東洋大学理工学部建築学科 藤井研究室所有）による屋根材の降雨騒音試験

〈概略図〉

疑似降雨

屋根試験体

受音室
（S造、ALC 板仕上げ）

受音マイクロホン

5.5m

雨
滴
落
下
高
さ

〈実験室測定方法の諸元〉

屋根試験体の諸元

屋根試験体の加振方法

寸 法
働 き 幅
下 地 材

約 2.5m×1.8m （長方形）
600mm×3 枚
フォームエース

測定室（受音室）の諸元
寸 法
屋 根 開 口 面
構 造
そ の 他

約 3.4m×3.0m×2.0m（直方体）
約 2.0m×1.4m（長方形）
軽量鉄骨＋ALC 板（壁、床）
受音室に音響拡散反射板

加 振 方 法
雨滴発生装置
雨 滴 径
落 下 高 さ

雨 量 強 度

人工降雨加振
シャワーヘッド
約 5mm 程度
屋根面から約 5.5m
屋根面衝突速度：約 10m /sec.
150mm /  hr  以上

人工降雨騒音試験結果

125 250 500 1K 2K 4K

90

80

70

60

50

40

中心周波数（Hz）

dB（A）

騒
音
レ
ベ
ル

フォーム SD付
着色亜鉛鋼板

制振鋼板

着色亜鉛鋼板

（会員企業のカタログより抜粋）

＊JIS 準拠の折板形式表記について
　（JIS A6514 に準拠した折板の区分）

接合方法の断面図

表示例　K0 9 2 0
K：形式による区分
　　Kは「重ね」、Hは「はぜ締め」、Gは「かん合」
09：山高による区分
20：山ピッチによる区分

＊認定番号の付番方法について
　　ＦＰ　　 ０３０　  ＲＦ－××××
( 構造種別 )　( 時間 )　( 部位 ) ( 通算番号 )

「用　語」　　 「略　記」
耐火構造　　 ＦＰ　（Fireproof Construction）
部　　位　　 ＲＦ　(Roof)

シングル　重ね

シ ン グ ル ダ ブ ル

シングル　はぜ締め シングル　かん合 二 重　重ね 二 重　はぜ締め

K0920

K1525

H1750

H1733

H0930 -1山

H0930 - 2山

H0740

K0920 W

K1525 W

H1733W

H1750 W

G タイプ
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二重折板の表面・裏面温度【計算例】

U ： 熱貫流率 （Ｗ/m2・℃）
Ｒ ： 熱貫流抵抗 （m2・℃/Ｗ）
 ℓ： 各材料の厚さ （ｍ）
λ ： 各材料の熱伝導率 （Ｗ/m・℃）
αi ： 室内側表面熱伝達率 ＝ 10 （Ｗ/m2・℃）
αo ： 室外側表面熱伝達率 ＝ 24 （Ｗ/m2・℃）

計算式

二重折板での計算条件参考例

U
R Σ

1
= =

+ +λ
ℓ

αi
1

αo
1

1

① 代表的な折板屋根の断熱性能は P13「断熱性能別 工法比較表」を参照願います。

② 高断熱性能を示す二重折板
二重折板は軽量・高強度・耐火性能に加えて高断熱性能になっています。
ここでは、 一例として夏期における金属屋根の表面と室内側裏面の温度差を 3 種類の折板屋根構成
断面で概略計算して比較します。

夏期外気温度：35℃
室内設定温度：30℃
鋼板表面色：シルバーメタリック　（日射吸収係数 AS=0.30 と仮定）
折板形状：H1750 タイプ（はぜ折板、 山高 170、 働幅＠500）
鋼板の熱伝導率（λ）：45　
　　　　　　　　　　シングル折板、 二重葺上折板板厚 0.8mm (0.0008m)
　　　　　　　　　　二重葺下折板板厚 0.6mm （0.0006m）

裏打断熱材の熱伝導率（λ）：0.035
　　　　　　　　　　　　　無機質高充填フォーム厚 4mm (0.004m)
グラスウール 10Kg の熱伝導率（λ）：0.05
　　　　　　　　　　　　　　　　　　二重折板の斜辺部の厚みを考慮して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚みを 70mm （0.07m）に設定

（設定条件）

αi：室内側表面熱伝達率

αo：室外側表面熱伝達率

ℓa/λa：上折板の
 （厚さ / 熱伝達率）

ℓc/λc：下折板の（厚さ / 熱伝達率）

ℓb/λb：GW 断熱材の
 （厚さ / 熱伝達率）

熱貫流率・透過損失【計算例】

熱貫流率計算書 U ： 熱貫流率 （Ｗ/m2・℃）
Ｒ ： 熱貫流抵抗 （m2・℃/Ｗ）
 ℓ ： 各材料の厚さ （ｍ）
λ ： 各材料の熱伝導率 （Ｗ/m・℃）
αi ： 室内側表面熱伝達率 ＝ 10 （Ｗ/m2・℃）
αo ： 室外側表面熱伝達率 ＝ 24 （Ｗ/m2・℃）

U
R Σ

1
= =

+ +λ
ℓ

αi
1

αo
1

1計算式

透過損失計算書
M ： 密実材料の面密度 （kg/m2）
 d ： 材料の密度 （kg/m3）
  t ： 材料の厚さ （ｍ）
TLo： 垂直入射波に対する透過損失 （dB）
 ｆ ： 音の周波数 （Hz）
TL： 任意入射波に対する透過損失 （dB）

計算式
M td( )Σ= ×① 面密度

TLo M 42.5f( )20log= －×② 垂直入射波に対する透過損失
TL ( )TLo TLo10 log 0.23= － ×③ 任意入射波に対する透過損失

計算条件

計　算

結　果

仕様材料
鋼　板

グラスウール　10Kg / m3

鋼　板

熱伝導率（λ）
45
0.05
45

厚さ（ℓ）
0.0008
0.07
0.0006

ℓ/λ

合計（Σ ℓ/λ） 1.4000311

0.0000178
1.4000000
0.0000133

m
m
m

仕様材料
鋼　板

グラスウール　10Kg
鋼　板

密度　d（kg/m3）
7850
10
7850

厚さ　t（m）
0 .0008
0 . 07
0 . 0006

面密度　d×t（kg/m2）

合計 A　　　　12 . 39

6 . 28
0 . 7
4 . 71

ガラス繊維シート 140 0 . 005 0 . 7

R 0.1 0.041Σ10
1= = =+ 24

1+ + +（ ）λ
ℓ 1.4000311 （ ）1.541697778

U R
1= = =（ 1.541697778 ）

1 （ ）0.648635559

熱貫流率（U）
（W / m2・℃） 0.65

結　果 Hz 125 250 500 1000 2000 4000
TLo 21 .30 27 .32 33 .34 39 .36 45 .38 51 .40
TL 14 .40 19 .34 24 .49 29 .79 35 .20 40 .68

計算条件
（面密度の算出）

計　算 TLo125 Hz A×12520log 20log42.5 12.39 125= = =－－ 42.5－ B21.30－×（ （ （{ }） ））
TL 0.23×B10log= = =－B 21.30（ （ 21.30（{ }） 0.23×10log－ ）） 14.40（ ）

TLo250 Hz A×25020log 20log42.5 12.39 250= = =－－ 42.5－ C27.32－×（ （ （{ }） ））
TL 0.23×C10log= = =－C 27.32（ （ 27.32（{ }） 0.23×10log－ ）） 19.34（ ）

TLo1000 Hz A×100020log 20log42.5 12.39 1000= = =－－ 42.5－ E39.36－×（ （ （{ }） ））
TL 0.23×E10log= = =－E 39.36（ （ 39.36（{ }） 0.23×10log－ ）） 29.79（ ）
TLo1000 Hz 20log 20log= = =－－ － E－×（ （ （{ }） ））
TL 10log= = =－E （ （ （{ }） 10log－ ）） （ ）

TLo4000 Hz A×400020log 20log42.5 12.39 4000= = =－－ 42.5－ G51.40－×（ （ （{ }） ））
TL 0.23×G10log= = =－G 51.40（ （ 51.40（{ }） 0.23×10log－ ）） 40.68（ ）

TLo500 Hz A×50020log 20log42.5 12.39 500= = =－－ 42.5－ D33.34－×（ （ （{ }） ））
TL 0.23×D10log= = =－D 33.34（ （ 33.34（{ }） 0.23×10log－ ）） 24.49（ ）

TLo2000 Hz A×200020log 20log42.5 12.39 2000= = =－－ 42.5－ F45.38－×（ （ （{ }） ））
TL 0.23×F10log= = =－F 45.38（ （ 45.38（{ }） 0.23×10log－ ）） 35.20（ ）



13 14

断熱性能別　工法比較表　－音・熱環境－

＊1） TL： 任意入射波による数値
＊2） 500m2以上の材工価格にて算出。 屋根本体のみの比較。 役物、仮設、重機等の現場諸費用は別途。

工　法

構成・材質

構 成 図

熱 貫 流 率

参考価格比率（＊2）

透過損失
T L（＊1）

0.65（w/m2・℃）

125Hz

250Hz

500Hz

1000Hz

2000Hz

4000Hz

0.61（w/m2・℃） 0.60（w/m2・℃）

上弦材： カラー GLt0.8
中間材： GWt100
下弦材： GL 素地 t0.6
裏打材： なし

上弦材： カラー GLt0.8
中間材： GWt100
下弦材： GL 素地 t0.6
裏打材： 高充填 P系 t4.0

上弦材： カラー GLt0.8
中間材： GWt100
下弦材： GL 素地 t0.6
裏打材： G 系繊維 t5.0

裏打材： なし 裏打材： 高充填 P系 t4.0 裏打材： G 系繊維シート t5.0

二重折板葺き

14.00（dB） 14.10（dB） 14.40（dB）

18.91（dB） 19.02（dB） 19.34（dB）

24.05（dB） 24.17（dB） 24.49（dB）

29.34（dB） 29.46（dB） 29.79（dB）

34.74（dB） 34.85（dB） 35.20（dB）

40.21（dB） 40.33（dB） 40.68（dB）

212 228 230

工　法

構成・材質

構 成 図

熱 貫 流 率

参考価格比率（＊2）

透過損失

7.06（w/m2・℃）

125Hz

250Hz

500Hz

1000Hz

2000Hz

4000Hz

3.91（w/m2・℃） 3.62（w/m2・℃）

屋根材： カラー GLt0.8
裏打材： なし

屋根材： カラー GLt0.8
裏打材： 高充填 P系 t4.0

屋根材： カラー GLt0.8
裏打材： G 系繊維 t5.0

裏打材： なし 裏打材： 高充填 P系 t4.0 裏打材： G 系繊維シート t5.0

シングル折板葺き

9.91（dB） 10.07（dB） 10.57（dB）

14.49（dB） 14.68（dB） 15.23（dB）

19.44（dB） 19.64（dB） 20.21（dB）

24.60（dB） 24.80（dB） 25.40（dB）

29.90（dB） 30.11（dB） 30.72（dB）

35.30（dB） 35.52（dB） 36.13（dB）

100 116 118

母 屋

耐火構造上での最大梁間（連続梁）

＊裏張断熱材表記について
　Ｐ1：無機質高充填フォームプラスチック t = 4 ～ 10mm
　Ｐ2：無機質高充填フォームプラスチック t ≦ 9mm （2 種は 4mm 以下）
　Ｇ1：ガラス繊維シート  t = 5 ～ 10mm
　Ｇ2：ガラス繊維シート  t = 2 ～ 10mm
　なし：裏張断熱材なし

接合方法 2000 4000 6000 8000（mm）
耐火構造上での最大梁間 ( 連続梁 )折板形式

（JIS 準拠）
折板厚
上材（下材）

タイトフレーム厚
（mm）

裏張
断熱材 備考（耐火仕様での注意事項等）認定番号

FP030RF-

Ｋ0920W

Ｋ1525W

Ｈ1733Ｗ

Ｈ1750Ｗ
（GW10kg）

Ｈ1750Ｗ
（GW16kg）

Ｈ0930-1 山W

Ｈ0930-2 山W

二
　
重

重　ね
（Ｋ）

はぜ締め
（Ｈ）

2500

5000

4000

3750

グラスウールは JIS 品10kg/m3 
t =100、
断熱金具はφ38×h130 限定品

グラスウールは JIS 品 10Kg/m3   t=100、
はぜ形状 12 種類登録、スライド断熱金具可
能、フェライト系ステンレス鋼板使用可能

Ｐ1・Ｇ1な
しの

組合自由

0.6 ～ 1.2
（0.6 ～ 1.2） 2.3 ～ 4.5 1802（1）～（9）

1801（1）～（9）

1799（1）～（4）
＊2  

0.8 ～ 1.2
（0.6 ～ 1.2） 2.3 ～ 4.5

グラスウールは JIS 品 10Kg/m3   t=100、
はぜ形状 11 種類登録、スライド断熱金具可
能、フェライト系ステンレス鋼板使用可能

1944(1) ～ (4)0.8 ～ 1.2
（0.6 ～ 1.2） 2.3 ～ 4.5

0.8 ～ 1.2
（0.6 ～ 1.2） 2.3 ～ 4.5

3500

3500

JIS 適応外、グラスウールは JIS 品 10Kg/m3 
t=100、はぜ形状 3類登録、スライド断熱金具
可能、フェライト系ステンレス鋼板使用可能

JIS 適応外、グラスウールは JIS 品 10Kg/m3 
t=100、はぜ形状 5類登録、スライド断熱金具
可能、フェライト系ステンレス鋼板使用可能

1927(1) ～ (4)

1928(1) ～ (4)

0.6 ～ 1.2
（0.6 ～ 1.2） 2.3 ～ 4.5

0.6 ～ 1.2
（0.6 ～ 1.2） 2.3 ～ 4.5

5000
グラスウールは JIS 品 16Kg/m3   t=100、
はぜ形状 12 種類登録1879-1 (1) ～ (4)

＊3  

0.8 ～ 1.2
（0.6 ～ 1.2） 2.3 ～ 4.5

＊2：FP030RF-1799(1 ) ～ (9) の認定は、当認定番号に包含されている
＊3：FP030RF-1879(1 ) ～ (4) の認定は、当認定番号に包含されている

Ｐ使用は 9326

G使用は 9325

接合方法 2000

1800

4000 6000 8000（mm）
耐火構造上での最大梁間 ( 連続梁 )折板形式

（JIS 準拠）
折板厚
（mm）

タイトフレーム厚
（mm）

裏打
断熱材 備考（耐火仕様での注意事項等）認定番号

FP030RF-

接合方法 2000 4000 6000 8000（mm）
耐火構造上での最大梁間 ( 連続梁 )折板形式

（山高×山ピッチ）
折板厚
（mm）

タイトフレーム厚
（mm）

裏張
断熱材 備考（耐火仕様での注意事項等）認定番号

FP030RF-

Ｋ0920

Ｋ1525

Ｈ0740

Ｈ0930-1 山

Ｈ0930-2 山

175 以下×300 以下

150 以下×250 以下

250 以下×500 以下

250 以下×500 以下

250 以下×500 以下

Ｈ1750

H1733

シ
ン
グ
ル

重　ね
（Ｋ）

はぜ締め
（Ｈ）

重ね（Ｋ）
はぜ締め（Ｈ）
かん合（Ｇ）

2250

1800

3750

1220

1220

1850

3500

3500

1900

4000

4000

4500

4000

6800

5800

7300

8800

P1 0.6 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 0552

防水パッキンはブチルゴム系

JIS 範囲外、登録 3タイプ

JIS 範囲外、登録 5タイプ

外力による許容梁間の確認、　
施工可能梁間の確認

登録 13 タイプ

はぜ形状 11 類登録

Ｐ2また
はＧ2の
一方使用

JIS 範囲外、タイトフレームビス
留め可、登録 3タイプ

G1 0.6 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 0501

P1 0.8 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 0550

G1 0.8 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 0502

P1 0.6 ～ 1.2 1.6 ～ 4.5 1505

G1 0.6 ～ 1.2 1.6 ～ 4.5 1504

P1 0.6 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 1496

G1 0.6 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 0925

P1 0.6 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 1440

G1 0.6 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 0927

P1 0.8 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 0632

G1
P1・G1の
一方使用

0.8 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5

0.6 3.2 以上

0.6 3.2 以上

0.8 3.2 以上

1.0 3.2 以上

1.2 3.2 以上

0633

0.8 ～ 1.2 2.3 ～ 4.5 1877(1)＊1
・(2)

＊1：FP030RF-1877(1 ) については、裏張断熱材なし








